
当日は地区ごとに三ツ境駅と瀬谷駅に集合して、こども自然公園のと

りでの森まで移動。開会式の後はメインイベントとなる、フォトビンゴ

の開催です。班ごとに分かれ、ビンゴの各マスを開けるため、地図を頼

りに園内にあるポイントを班ごとに回ります。公園内はアップダウンも

あり、好天候だったため、汗をかきながらの移動。班ごとにどこがポイ

ントだろう？と地図とにらめっこしながら、限られた時間の中、時間ギ

リギリまで園内をあちこち移動しながら穴埋めしていました。
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◎瀬谷っ子探検隊２０２３
１１月１９日（日）、晴天の中旭区のこども自然公園で「瀬谷っ

子探検隊２０２３」が開催されました。今年は３０人の小学生が参

加しました。前回の瀬谷っ子探検隊が２０１９年の瀬谷区制５０周

年記念イベントの開催だったこともあり、通常開催は２０１８年以

来、実に５年ぶりです。企画委員のメンバーも当時とは大きく入れ

替わっており、引率役となる青指のメンバーにも初参加の人がいる

など、若干緊張の中での開催となりました。

瀬谷っ子探検隊に参加してくれた皆さん、ありがとう。こども自然公園

での探検はおもしろかったかな？出発前に約束したとおり、新しいお友達

ができたかな？班で協力して、写真の場所を発見できたかな？

電車にマナーよく乗って、また、上の学年の子は、下の学年の子のお世

話をしっかりしてくれましたね。さすが瀬谷っ子。すばらしかったです。

また、来年も、みんなで元気に探検に行きましょう～♪

フォトビンゴの後は班ごとにお昼ご飯。午後からは班行動での自由時間。

近くのアスレチックコーナーで遊びながら、大きな滑り台で滑ったり、鬼

ごっこをしたりと班ごとに駆け回って楽しんでいました。初めて顔を合わせ

た子も一日一緒に過ごしていく中で仲良くなっていました。

最後の閉会式では、待望の成績発表とメダル

の授与。一位はすべてのマスを埋めていたよう

です。ゴールまでの時間だけではなく、ビンゴ

の数も成績に影響しており、一喜一憂しつつの

成績発表となりました。

閉会式の後は班ごとに集合した駅まで移動。子どもたちの楽

しそうな笑顔を見送りつつ、それぞれ親が迎えに来て解散。

一日楽しかったようで何よりです。

【平本企画委員長コメント】



◎せやっこ農体験

５月１４日（日）小雨 ＠相沢四丁目公園

小雨振る中、のぼりを目印に元気よく集まって来た子供達。

昨年に引き続き、今年も無事にさつま芋と里芋の植え付け作業

をする事が出来ました。

初めて見る、さつま芋の苗、初めて植える里芋のタネ芋、わ

くわくドキドキが止まりません。農家の平本さんのお話を礼儀

正しくよく聞いて、さあ、いよいよチャレンジです。わからな

い時は中央農業高校の方々に、手伝ってもらいながら、賑やか

に植え付ける事が出来ました。

自分が植え付けた所には、自分で名前を書いた札を目印に、半年後の成長を心

待ちにしました。植え付けが終わった頃にはいつの間にか雨も止んでいました。

最後は、平本さんのお話と、農業高校のお姉さん達のクイズで、しっかり学び

の時間を過ごしました。

前日の大雨で、実施が危ぶまれた朝でしたが、

本部の好判断で、集合時間をずらして実施。予感

的中で、見事な収穫日和になりました。

おなじみ
のぼり旗

半年後の
さつま芋

1０月２９日（日）雨のち晴れ ＠相沢四丁目公園

前回ののぼり旗を目印に集まって来た元気な子どもたち。目の前に広がった半年前の風

景から想像もできない、おおきな里芋の葉っぱ。３班に並んで、平本さんと中央農業高校

の方々に手伝ってもらいながら、沢山の芋を掘りました。

想像を上回る豊作で、平本さんもびっくりするほどで

す。農業の素晴らしさを学んだ子どもたちの中にはこれ

からやってみたい、と思った子どもも多いと思います。

◎瀬谷区の地区紹介

【阿久和北部地区】

青指の自主企画バスツアーでは、子どもたちが

アスレチックや立体迷路でのびのびと体を動かし、

バーベキューを堪能。高校生ボランティアも大活

躍で、皆の笑顔が印象的でした。

阿久和北部地区の行事では、

毎月のこども食堂（カレー

パーティ）の他、灯篭まつり

や映画会、運動会などに参画

しています。

【阿久和南部地区】

阿久和南部地区では、7月に「びしょぬれ祭り」と

11月に「ウォークラリー」を開催しています。7月の

「びしょぬれ祭り」は今年度から始めた新しいイベン

トです。

夏休みに屋外で楽しめるイ

ベントを開催したいという目

的で、地区の青指みんなで企

画を考えました。

イベントの内容は、水鉄砲

による的あて、水風船を作る、

水風船でキャッチボールなど、

とにかくびしょぬれになって

遊んでもらうというものです。

初めてのイベントで手探り

な部分もありましたが、参加

者も開催した我々もとても楽

しいイベントとなりました。



◎瀬谷フェスティバル

10月15日（日）、「瀬谷フェスティバル2023」が開催され

ました。旧上瀬谷通信施設のはらっぱでの開催が今年で最後と

いうことでしたが、天気はあいにくの雨…。開催も危ぶまれま

したが、無事に開催されました。

天気は午後にかけて、徐々に回復していき、それに合わせて

来場者の数も増えてきて、最終的に約２万人もの方々が訪れま

した。残念ながら、一部ステージイベントが中止になり、出店

プログラムが縮小になってしまいましたが、来場者、運営者と

もに、雨にも負けず、とても盛り上がっていました。

旧上瀬谷通信施設では、2027年に「横浜国際園芸博覧会」が開催され、2031年に大型テーマパーク

「KAMISEYA PARK（仮称）」が開業予定となっています。瀬谷区はますます、盛り上がっていくと思い

ます。楽しみですね。

◎第１８回瀬谷かるた大会
1月21日（日）、瀬谷センター体育室で「第１８回瀬谷かるた大会」

が行われ、小学1年から6年までの子どもが3人１組で36チームの参加が

ありました。外は雨の寒空でしたが、会場内はこの日のために練習して

きた子どもたちのやる気と熱気に溢れていました。

開会式の後、太鼓を合図に試合が開始です。正座して両手を膝に置き、

読上げを待つ。お手付きしてもチームメイトが「大丈夫、大丈夫、まだ

いける」と声を掛ける。試合終盤になると両チーム6人が残り札に集中、

審判の緊張度もアップです。最後の札を取ると「ありがとうございまし

た」と互いに一礼して終了する。それぞれの熱い戦いが17コートで繰り

広げられました。

最後には表彰式が行われ、上位チームには植木区長より表彰状・メダルが贈ら

れました。「また来年も来るからね」の言葉も聞くこともできました。

学年 優勝 準優勝 第３位

1年 瀬谷第二学童E 瀬谷第二 三つ子ミラクルチーム 瀬谷さくら 新年の主人公かのさくかがり 瀬谷

2年 瀬谷第二学童D 瀬谷第二 MKH★なかよし 三ツ境 あくわたからじま 阿久和

3年 咲かせろさくら 瀬谷さくら あくわレンジャー 阿久和 チョコチップ 瀬谷第二

4年 二つ橋ミニーズ 二つ橋 二つ橋AHYガールズ 二つ橋 ラピットガールズ 瀬谷

5年 瀬谷第二学童B 瀬谷第二 R・M・A 上瀬谷 瀬谷第二学童C 瀬谷第二

6年 阿久和ファイナル 阿久和 阿久和のクローバー 阿久和 瀬谷第二学童A 瀬谷第二

【第１８回瀬谷かるた大会の結果】



◎瀬谷区全体研修会

６月１１日（日） ＠瀬谷スポーツセンター 第１体育室

全体研修会当日は、あいにくの雨模様でしたが、各地区から総勢約50名の方が参加されました。

今回のテーマは「遊びの技術〜遊びを通じて子どもたちの能力を育むために〜」で、講師に大槻繁美氏をお

迎えして開催されました。グループでの自己紹介から始まり、最後の「1分ゲーム」まで子どもの視点で自主

性等を引き出すことをねらいにした実践的な研修会でした。特に準備や備品等は要らず、じゃんけんや自分の

身体、声を使った遊びで非常に勉強になりました。今回の研修会の内容を是非、各地区での行事やイベント等

で実践していただければ、幸いです。

第２８期 瀬谷区青少年指導員 編集委員会

★神奈川県青少年育成功労者表彰

◎令和５年度 表彰

★神奈川県青少年育成活動推進者表彰

★横浜市青少年指導員永年勤続者顕彰

吉川 正敏（本郷）

高萩 俊行（瀬谷第四）

【20年顕彰】

鈴木 保 （瀬谷北部） 月野 浩 （瀬谷第二）

太田 久美子（瀬谷第四）

【10年顕彰】

小西川 圭 （瀬谷北部） 亀井 由香（瀬谷北部）

石井 克昌 （瀬谷第二） 坂本 和夫（瀬谷第二）

齋藤 善昭 （瀬谷第二） 吉田 一雄（南瀬谷）

鈴木 正弘 （相沢）

このは

【編集委員長】

高萩 俊行（瀬谷第四）

【編集委員】

橋本 ともみ（阿久和北部） 高橋 知仁（阿久和南部）

大貫 尚 （三ツ境） 山内 祐子（瀬谷第一）

森 茂美 （本郷） 亀井 由香（瀬谷北部）

齋藤 善昭 （瀬谷第二） 片山 圭祐（細谷戸）

鈴木 崇光 （瀬谷第四） 秋山 茂己（南瀬谷）

菅野 陽一 （宮沢） 沼尾 航 （相沢）

７月２２日（土）

三ツ境地区では7名の指導員が参加し、2グ

ループに分かれてパトロールしました。主にコン

ビニエンスストアや公園を確認しました。今回も

特に問題はありませんでした。

終了後、参加者間で「今日は何もなかったが、

明日以降も指導員間だけでなく地域と連携するこ

とが重要。」という共通理解をして解散しました。

◎全市一斉統一行動 パトロール活動

まだまだ人数を制限しての活動という場面も少なくありませんが、

ようやく日常が戻りつつあります。青指だよりも久しぶりに記事満載

でお届けすることができました。稚拙な文章ではありますが、是非と

も手に取ってご一読いただければ幸いです。

編集後記

編集委員長 高萩 俊行
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